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Psychologicα1・4bstracts収録雑誌のクラスター分析手法による分類

1．はじめに

　本研究は，心理学分野の主要な抄録誌である．Psycho－

logical・4bstracts誌に収録されている心理学雑誌の主題

傾向を明らかにするとともに，主題からみた雑誌間の関

係を解明することをめざしている。各雑誌の主題傾向と

雑誌間の関係を視覚的に把握できる形で表現することに

よって，Psychological　Abstractsの機械可読版である

PATELLデータベースの利用者に対して文献検索の補

助機能を提供することが，本研究のねらいである。

　・Psychological　Abslracls誌は，1967年以来コンピュ

ータで処理できる形でデー一・タベース化されており，現

在，国際的な主要データベースの1つに数えられてい

る。このデータベースはPATELLの名で世界の三大イ

ンフォメーション・ベンダーであるダイアローグ社，

SDC社，およびBRS社を通じて提供されており，ア

メリカおよびヨーロヅパにおいて最も良く利用されてい

る社会科学系データベースの1つとなっている。1）日本

では，筑波大学学術情報処理センタe・・…がこのデータベe・・…

スを所蔵しており，当センターのUTOPIA（University

of　Tsukuba　Online　Processing　of　Information）検索

システムを通じて，オンラインで利用できる。UTOPIA

システムにおけるPATELLデータベースの索引項目

は，第1表に示されているとおりである。この中で，文

献の主題を示す索引項目としては，キーワード（D：Sub－

ject　Term）と論文題名（T：Title）のほかに，雑誌名

（J：Journal　or　Source　Document　Title）および分類

コード（C：Classi丘cation）がある。

　本研究では，各雑誌に掲載されている論文に付されて

いる分類コードの分布の類似性に基づいて，心理学雑誌

のクラスター分析を行った。その結果得られた〈（雑誌

名）×（分類コード）マトリヅクス〉，および，主題（分類

コード）分布の類似した雑誌クラスターを示す樹形図

は，・Psychological・4bstractsにおける収録雑誌と，そ

の掲載論文の主題を示す分類コードとの関係，および，

雑誌間の主題の類似性を，視覚的に表現したものであ

る。これは，主題検索に雑誌名や分類コードを用いる際

の1つの手掛りとして有用である。

II．既存の類：似研究

主題傾向の類似性に基づいて雑誌をグループ化しよう

とする試みは，これまでにも各分野で行われてきた。そ

第1表収　　録　　項 目

項 目 名

PANO
A
AF
T
J

CD
B

YR
LG
TP
D
sp

C
Cl
AB
AV

PA　NO．

AUTHER
AFFILIATION　OF　FIRST　AUTHER

TITLE
JOURNAL
CODEN
VOL，　NO，　PAGE

YEAR
LANGUAGE　CODE
TYPE　OF　PUBLICATION

SUBJECT　TERM
SUBJECT　INDEX
CLASSIFICATION　CODE
CLASSIFICATION　（TERM）

ABSTRACTS
AVAIRABILITY

内 容

PA抄録番号
著者名

著者の所属機関

標題

雑誌名

雑誌コード

巻号，ページ

出版年

言語コーード

文献のタイプ

件名索引用語（ディスクリプタ）

件名索引フレーズ

分類コード

分類項目

抄録

入手先

索引ファイルの有無

＠

＠

＊

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＊

＠

＠

注）Psychological・Abstractsデータベースの収録内容は，第1表に示される16の項目に分かれている．第1表で

　　◎が付いている項目には，各々索引ファイルが作られているので，直接検索することができる（索引項目）．

　　また，＊が付いている項目には，単語毎の索引ファイルが作られているので，単語から検索することができ

　　る（テキスト項目）．
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の多くは雑誌間の引用・被引用の関係に基づいたもので

ある。

　心理学分野に於けるこの種の研究としては，Dannie1

とLouttitによって1953年に発表された研究が最初の

ものといえよう。彼らは，Professional　Problems　in

Psychologyの中で，雑誌間の引用パターンに見られる類

似性に基づいて心理学分野の主要雑誌のクラスター分析

を行っている。2）引用文献分析手法を用いた心理学雑誌

のクラスター分析は，その後もXhignessとOsgoon

によって発表されている。3）ごく最近では，Pinskiと

NarinがCitation　lndexを用いた引用文献分析を定式

化し，心理学分野の雑誌間の相互関係を視覚的に図示し

ている。4）

　心理学者に対するアンケート調査結果に基づいて雑誌

のランク付けを行う中で，心理学雑誌をグループ化する

試みも成されている。この種の研究としては，Koulack

とKeselmanによるもの5）があげられる。

　以上の2種の方法に対して，本研究では，書誌データ

ベe…一・・スであるPsychological・4bstracts中の個々の論文

に付されている分類番号を雑誌毎に集計し，その分布を

雑誌の主題傾向を表わす指標として用いた。こうして得

られた各雑誌間の主題傾向（即ち各雑誌の掲載論文の分

類コード分布の類似性）に基づいて，心理学雑誌のクラス

ター分析を行った。書誌データベース中に予め与えられ

ている規準に基づいて雑誌をクラスター化する試みは，

この分野ではこれ迄にみられなかったものである。

III．調査対象

　1．対象雑誌
　Psychological　Absl－ractsデe一・・一・タベースの1979年版に

収録されている文献レコード総数は29，711件であり，そ

の形態別分布が第2表に示されている。この中には，

Dissertation・4bstract　lnternational誌に掲載されてい

る学位論文中の心理学分野のものが含まれている（Sec－

ondary　Publication（（Abstracts））がこれにあたる）。こ

の29，711文献中から，本研究の目的のために，雑誌論文

（Journal　Articles）18，446件中雑誌名が記載されていな

い37件を除いた18，409件（雑誌数は809誌）を今回の調

査対象候補として選んだ。第1図はこの調査対象候補

809誌，18，409文献について，雑誌別に収録論文数を集
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Psychological●Abstrαcts収録雑誌のクラスター分析手法による分類

第2表収録文献の形：態別分布

文　献　の　形　態

Audio　Tape

Book
Book，　Chapter

Book，　Edited

Book，　Reading

Book，　Translation

Journal　Article

Journal　Article　（Review）

Secondary　Publication　（Abstracts）

Separate

＊Others

合 計

レコe・・一・・ド数

　　1

　423
　　25

　　5
　　1

　　2
18，446

　　41

　366

　　7
10，394

29，711

＊Othersは文献形態が記：載されていないレコードを

　示している。

計し，多いものから順に並べてその累積パーセントを示

したものである。横軸に雑誌数をとり，縦軸には雑誌文

献数全体（18，409文献）に対する雑誌毎の収録文献数の

累積パーセントを示した。このグラフの曲線6）から，雑

誌毎の収録論文数には多いものと少ないものの間にかな

りのばらつきがみられることがわかる。

　この809誌のうち収録論文数の多いもの上位200誌を

選び，本研究の調査対象とした。この200誌の掲載論文

数の合計は12，674件となり，これは雑誌文献全体18，409

文献の68．7％にあたる。調査対象から除外された609誌

の中には，年間掲載論文数が24件以下の小規模な心理学

雑誌，および，少数（24件以下）の心理学論文を掲載し

ている他分野の雑誌が含まれている。

　雑誌あたりの収録論文数が25件以上である200誌に調

査対象を限定したことに対して，残りの609誌（5，735文

献）を無視できるかという疑問が生じるかもしれない。

この609誌の場合，雑誌毎の掲載論文数は24件以下で比

較的少ない。したがって，1論文に付された分類コード

がその論文を掲載している雑誌に及ぼす影響がかなり大

きくなり，クラスター分析において安定した分類を得る

のが非常に困難となる。それ故，調査対象を一定数以上

の論文（本調査では25件以上）をもっている雑誌に限定

した方が安定した結果を得られると判断したため，本研

究では対象をこの200誌に限定した。

　2．分類コード

　Psychological　Abstractsデ・・一・・国訓ベースに収録されて

いる各論文には，4桁の数字で表示された分類コードが

付されている。この分類コードの上2桁は心理学の16の

主領域を示している。また下2桁は各領域の下位概念を

第3表分類コード分布
分　類　コ　一　ド

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

General　Psychology

Psychometrics

Experimental　Psychology，　Human

Experimental　Psychology，　Animal

Physiological　Psychology

Physiological　lntervention

Communication　Systems

Developmental　Psychology

Social　Processes　and　Social　lssues

Experimental　Social　Psychology

Personality

Physical　and　Psychological　Disorders

Treatment　and　Prevention

Professional　Personnel　and　Professional　lssues

Educational　Psychology

Applied　Psychology

全　文　献

　701

　671

1，949

　978

　845

1，270

　438

2，499

1，971

　893

1，103

2，712

3，975

　698

　996

1，279

雑誌論文

　532

　530

1，375

　740

　585

1，025

　283

1，548

1，119

　531

　681

2，424

3，566

　542

2，271

　694

調査対象論文

　299

　394

　985

　587

　405

　766

　117

1，254

　610

　373

　511

1，681

2，539

　382

1，418

　357
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示しており，全体として80のセクションに分割されて

いる。冊子体Psychologicα1・4bstracts誌では，収録文

献はこの分類コードの昇順に並べられている。本研究で

は，この分類コードの上2桁を用いて，調査対象論文を

16の領域に分類した（第3表）。この16領域を示す大分

類を各雑誌の掲載論文の主題を示すものとして，雑誌間

の主題の類似性を表わすめやすとした。ここで，分類コ

ード4桁の全てを用いて80の下位概念に分類することを

せず，上2桁によって16の主領域に分類したのは，クラ

スター分析で類似度の指標となる要素は互いに独立でな

ければならないという理由に拠るものである。即ち，80

の下位概念は階層構造を成しているため上位概念の影響

を受けており，これを類似度の指標とする場合，要素が

独立であるという前提が成りたたないからである。

　第3表は，各分類コード上位2桁の概念と各分類コー

ドを上位2桁にもつ文献数を，1979年版．Psychological

Abstractsの全収録文献と全雑誌文献，および，本調査

の対象である200誌に収録されている12，674文献につい

て示したものである。この表から，教育心理の収録文献

は雑誌論文以外のものが，全体の半数以上を占めている

ことがわかる。

IV．分析方法

　調査対象として選ばれた心理学雑誌200誌について，

それらの掲載論文に付された分類コード上2桁の分布を

雑誌毎に集計し，〈雑誌名（200）×分類コード（16）マト

リヅクス〉を作成した（第7表）。このマトリックスは，

各誌の掲載論文の分類コードに基づいた雑誌の主題傾向

を表わすものである。

　次に，掲載論文の分類コ…一・ドからみた雑誌間の主題傾

向の類似性によって雑誌をグループ化するために，以下

のように雑誌間の類似度を定義した。

　まず，〈雑誌名×分類コード・マトリックス〉に基づ

いて，各雑誌を16次元の分類空間に雑誌ベクトルとして

位置づけた。次に，各雑誌ベクトルの内積を算出し，7）

これを雑誌間の類似度を示す指標とした。更に，この類

似度に基づいて調査対象200誌のクラスター分析を行っ

た。クラスター分析の手法として，グループ内の類似度

が最も高くグループ外の類似度が低くなる，Average

Linkage　Between　Marged　Groups8）を用いた。

　一方，16の分類コードの相互関係をみるために，各分

類コードを200次元の雑誌空間に分類ベクトルとして位

置づけ，同様の手法によりクラスター分析を行った。こ

のようにして，類似した分類コードが近隣になるように

分類コードを並べる順序を得た。

　雑誌間および分類コード間の関係を理解しやすくする

ために，〈雑誌名×分類コード・マトリヅクス〉の雑誌

名と分類コードを各々クラスター分析によって得られた

順序に従って並べ替えた。こうすることによって，主題

の類似した雑誌同志，および，類似度の高い分類コード

同志が近隣に並べられるために，雑誌間，分類間，そし

て雑誌と分類コードの相互関係を視覚的に理解しやすい

形に図示することができた。

V．調査結果

　1．　雑誌クラスタ・一

　クラスタe・一…分析の結果，対象200誌は3つの大きなク

ラスターに分かれ，その下に合計13の雑誌グループが形

成された。これらの全体の構成を第2図に示し，また，

各グループに属する雑誌リストを第4表に示した。

　3つのクラスターとそれらに含まれている13雑誌グル

ープの特徴は，以下のとおりである。

1．第1クラスター（27誌）3動物，人間の体の一回分を

　　対象とする論文を掲載している雑誌グループを含

　　む。

　雑誌グループ1：動物を対象とする実験心理学（11誌）

　　動物の体の一部分を対象とする実験心理学の論文を

　　掲載している雑誌が中心である。11誌中7誌（雑誌

　　番号1～7）は，掲載論文の85％以上がExperi－

　　mental　Psychology，　Anima1（分類コード24）で

　　ある。Psッ。加10劇。α1　Record誌（雑誌番号8）は，

　　分類コード24の論文が38％で比較的少なく，他の論

　　文はExperimental　Psychology，　Human（分類コ

　　ード23：13％），Experimental　Social　Psychology

　　（分i類コー一・・ド30：10％）など広く分散している。

　　Behavioral　Biology誌（雑誌番号9）とDeveloP－

　　mental　Psychobiology誌（雑誌番号10）はともに

　　分類コー・一…ド24の論文が40％台で，Physiological

　　Intervention（分類コe・・…ド26）の論文が30～40％，

　　Physiological　Psychology（分類コード25）の論文

　　が14％であり，これら3つの領域に主題が分散して

　　いる。Revista　Mexicana　De　Analisis　De　La　Con。

　　ducta誌（雑誌番号11）の場合は，分類コード24の

　　論文は30％で，このグルJ…一・プ中で最も少なく，Ge－

　　neral　Psychology（分類コ・一ド21：20％），　Educa－

　　tional　psychology（分類コード35：17％），　Deve1’

一　173　一一



・1’sychological　Abstracts収録雑誌のクラスタt・・…分析手法による分類

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

鋤クラ…

第2クラスター

動物・人間の体の一部
（医学・生物学寄り）

雑誌グループ3
　　　　　　職業心理

雑誌グループ4
　　　　　　心理全般

雑誌グループ5tttil，”b理

雑誌グループ6
　　　　　　治療法

雑誌グループ7
　　　　　　教育心理

雑誌グループ8
　　　　　　社会心理

人気個人
（人格・治療法・教育）

第3クラスター

雑誌グループ9
　　　　　　発達心理

雑誌グループ10
　　　　　　　計量心理

雑誌グループ11
　　　　　　　実験・社会心理

雑誌、グループ12
　　　　　　　応用心理

雑誌、グループ13
　　　　　　　人間実験・知覚心理

人間・社会
（実験・応用）

第2図雑誌クラスターの構成

　opmental　Psychology（分i類コード28：10％），

　Treatment　and　Prevention（分類コード33：10％）

　の他広く諸領域に分散している。

雑誌グループ2：生理学（16誌）

　Physiological　Intervention（分類コー・ド26）と

　Physiological　Psychology（分類コード25）の論文

　を掲載している雑誌のグループである。分類コード

　26の文献を57％以上掲載している雑誌は10誌（雑誌

　番号12～21）で，分類コード25の文献を63％以上掲

　載している雑誌が2誌（雑誌番号26と27）である。

　また，これら2つの分類コードのいずれかを持つ論

　文を平均して（20％～35％）掲載している雑誌が3

　誌（雑誌番号22－24）あり，そのうち2誌は自然科

　学分野の論文を包括的に掲：乏しているScience誌

　とNature誌である。　ElectroencePhalograPlzy£

　Clinical　NeuroPhysiolobcry誌（雑誌番号25）は，分

　類コード25の論文を44％，分類コード26の論文を

　13％掲載している他，Physical　and　Psychological

　Disorders（分類コード32）の論文を23％，　DeveloP一

　　mental　Psychology（分類コード28）の論文を10％

　　掲載しており，グループ中の他誌と内容を異にして

　　いる。

皿．第2クラスター（132誌）：人格，治i療法，教育等，

　　人間個人の心理を対象とする心理学全般にわたる領

　　域の雑誌グループを含む。

　第■クラスター中の7つの雑誌グルー・・一・プは，更に2つ

のサブクラスターと，独立した雑誌グループに分岐して

おり，雑誌グルe・一・・プ5と6はかなり近接している。

雑誌グルe・・一・・プ3：職業心理（3誌）

　、　Clinical　Psychologist誌（雑誌番号30）は，掲載論

　　文の70％がProfessional　Personnel　and　Profes－

　　sional　Issues（分類コ・・一…ド34）である。他の2誌

　　（雑誌番号28と29）は，General　Psychology（分類

　　コード21），Social　Processes　and　Social　Issues

　　（分類コード29），およびTreatment　and　Preven－

　　tion（分類コード33）の文献を包括的に掲載してい

　　る。

雑誌グループ4：心理全般（10誌）
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第4表各グループに属する雑誌

1　第1クラスタP一

雑誌グループ1
1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

ANIMAL　LEARIVING　acr　BEHA　VIOR
BEHA　VIO　UR

Z．　TIERPS　YCHOLOGIE

PRIMA　TES
、4乙ろK

J．　THE　EXPERIMEIVTAL　ANAL　YSIS　OF　BEHA　VIOR

FOLIA　PRIMA　TOLOGICA
PS　YCHOLOGICAL　RECORD
BEHA　Iノ’IO1～ノ1L　BIO五〇G　Y

DE　VELOPMENT　4ZンPS　YCHりBjり五〇G：Y

RE　VIS　TA　MEXICANA　DE　ANALISIS　DE　LA　COND　UC　TA

i雑誌グループ2

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19．

20．

21．

22．

23．

24．

25．

26．

27．

」．　COMPARA　TI　VE　6｝　PLIYSIOLOGICAL　PS　YCHOroG　Y

PHYSIOLOGICAL　PS　YCHOLOG　Y
PHYSIOLOG　Y　（S｝　BEHA　VIOR

BRAIN　RESEARCH
EXPERIMENTAL　NE　UROLOG　Y
PHARMACOLOG　Y，　BIOCHEMIS　TR　Y　（｛｝　BEHA　VIOR

J．　PHARMACOLOG　Y　（S｝　EXPERIMEATTAL　THERAPEUTICS
PS　YC肥りPHA1～ルIACO五（⊃G　Y

LIFE　SCIENCES
COMMUIVICA　TIONS　l！V　PS　YCfirOPHARMACOLOG　Y

SCIE2VCE
NA　TURE
∠4C　TIレ’1　TASノ＞E1～Pて）SA　S　UPE］R」iOR

ELEC　TROENCEPHALOGRAPHY　＆　CLINICAL　NE　UROPHYSIOLOG　Y
BELIA　VIOR　GEIVETICS
ノ．NE　UROPHYSIOLOG　Y

11　第2クラスター

雑誌グループ3

　28．　AMERICAAZ　PS　YCHOLOGIS　T
　29．　BULLE　TIN　OF　THE　BRI　TISH　PS　YCHOLOGICAL　SOCIE　T　Y

　30．　CLIIVICAL　PS　YCHOLOGIS　T

雑誌グループ4
31．

32．

33．

34．

35．

36．

37．

38．

39．

40．

」．　PERSONALITY　ASSESSMEiVT
∠4PP乙1Ep　ps　yic乃り五〇GIC∠4Lル伍ノ1SσREル伍NT

DIAGNOSTICA
ノ：1NOlyZDσ且L　PS｝℃H（兀OG　y

RE　VIS　TA　LA　TIIVOAMERZCANA　DE　PSICOLOGIA

PRZEGLAD　PS　YCLIOLOGICZIVY
PS　YCLIOLOGICA　BELGICA
PS】を℃」隈兀OGIC／1Zン1～E］PO1～TS

PS　YCHOLOG　Y

RE　I71S　TA　DE　PSICOLOGIA　GENERAL　Y　APLICADA
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雑誌グループ5

　41．　」．　ABNORMAL　PS　YCHOLOG　Y

　42．　COR　TEX

　43．　NE　UROPS　YCHOLOGIA

雑誌グループ6

44．

45．

46．

47．

48．

49．

50．

51．

52．

53．

54．

55．

56．

57．

58．

59．

60．

61．

62．

63．

64．

65．

66．

67．

68．

69．

70．

71．

72．

73．

74．

75．

76．

77e

78．

79．

80．

81．

82．

83．

84．

85．

86．

87．

88．

89．

90．

」1：CZ：，．INICAL　PS】Y℃粘りLOG　y’

llVDIAzV　J．　CLINICAL　PS　YCHOLOG　Y

COMPREHEI＞SハノE　PS　YCHIA　TR｝／

PS　YCHOSOMA　TICS
BRITISH　J．　PS　YCHIA　TR　Y

CESKOSLO　VENSKA　PS　YCHIA　TRIE
AUSTRALIAN　＆　NEI7V　ZEALAND　J．　PS　YCHIA　TR　Y

PS　YCHO　THERAP　Y　＆　PS　YCHOSOMA　TICS

AC　TA　PS　YCHIA　TRICA　SCANDIIVA　VICA

INTERIVA　TIONAL　J．　SOCIAL　PS　YCHIA　TR　Y

ARCHIVES　OF　GE2VERAL　PS　YCHIA　TR　Y
J．　NER　VO　US　（S｝　MENTAL　DISEASE

スPEDIA　TRIC　ps　yてフ乃ZOLOG　r

JAPANESE　」．　CHILD　PS　YCHIA　TR　Y

BRITISH　J．　MEDICAL　PS　YCHOLOG　Y
ノ：∠4σTISルf＆DE　VELOPMEN7「且L　PISO1～DERS

ARCHI　V　F　UR　PS　YCHIA　TRIE　UND　AZER　VEIVKRAATKHEI　TEIV

PS　YCHOLOGICAL　MEDICINE
Z．　KINDER－UND　IUGE2VDPS　YCHIA　TRZE

AMERZCAN　J．　MENTAL　DEFICIENC　Y
BIOLOGICAL　PS　YCHIA　TR　Y

NE　UROPS　YCHOBIOLOG　Y
1．　STUDIES　ON　ALCOHOL
ADDIC　TI　VE　BEHA　VIORS

ATER　VENARZT
BRITISH　J．　ADDIC　TIOIV

IATTERNA　TIONAL　J．　THE　ADDIC　TIONS
AA41ERICAN　1．　DRUG　＆　ALCOHOL　AB　USE

CHILD　PSYCHIA　TR　Y　＆　HUMAN　DE　VELOPMENT
AMERICAN　J．　OR　THOPS　YCHIA　TR　Y

CO　UIVSELING　PS　YCHOLOGIS　T

CHILD　CARE　Q　UAR　TERL　Y

J．　CO　UNSELING　PS　YCHOLOG　Y

J．　CONS　UL　TING　6｝　CLINICAL　PS　YCHOLOG　Y

PS　YCHIA　TR　Y

INTERNA　TIONAL　RE　VIEI7V　OF　PS　YCHO－ANAL　YSIS

PS　YCHOANAL　YTIC　S　TUD　Y　OF　THE　CHILD

CONFINIA　PS　YCHIA　TRICA
lNTE1～NA　TION．∠4乙J．、PS　yc」灰）一、42VAL　YSIS

AMERICAN　J．　PS　YCHO　THERAPY
AN・4LI　Z・4レて）0。4　ZA　MENTALハ10班）1～ノIV乙1E

AMERICAN　J．　PS　YCHIA　TR　Y

SOCIAL　SCIENCE　＆　MEDICIIVE
ISRAEL　A2VNALS　OF　PS　YCHIA　TR　Y　＆　RELA　TED　DISCIPLI2VES

HOSPITAL　（｛｝　COMMUNJTY　PS　YCHIA　TR　Y

J．　CO2VTEMPORAR　Y　PS　YCHO　THERAPY
PS　YCHO　THERAPY：　THEOR　Y，　RESEARCLI　＆　PRAC　TICE
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91．

92．

93．

94．

95．

96．

9．　7．

98．

99．

100．

101．

102．

103．

104．

105．

106．

107．

108．

109．

110．

111．

CL刀＞IC・4L　SOCIAL　Wて）RK／OURハ乙4L

FAルUL　Y　THER／11）y

SOCIAL　WORK
PS　YCHO　THERAPIE　UND　MEDIZINISCHE　PS　YCHOLOGIE
J．　BEHA　VIOR　THERAPY　（S｝　EXPERIMENTAL　PS　YCHIA　TR　Y

CURRENT　TLIERAPE　UTIC　RESEARCH
AR　T　PS　YCHO　THERAPY

CANADA’S　MENTAL　HEAL　TH
BEHA　VIOR　THERAPY
CLIILD　WELFARE
SOCIAL　CASE17VORK
FAMIL　Y　PROCESS
CONTEMPORAR　Y　PS　YCHOAIVAL　YSIS
J．　SEX　＆r　MARI　TAL　THERAP　Y

GERONTOLOGIS　T
・4ME1～ICAN／l　COルIM乙η〉：Z　7「y’PS・YCHOLOG　Y

J．　COMMUNI　T　Y　PS　YCLIOLOG　Y

MENTAL　RE　TARDA　TION
J．　CLINICAL　CHILD　PS　YCHOLOG　Y

CHILD　CARE，　HEAL　TII　＆　DE　VELOPMEIVT

RE　VIS　TA　DE’　PSICOLOGIA，　UtVI　VERSID／ID　DE　MOIVTERRE　Y

雑誌グループ7

112．

113e

114．

115．

116．

117．

118．

119．

120．

121．

122．

123．

124．

125．

126．

127．

128．

129．

130．

131．

132．

133．

134．

135．

136．

137．

138．

139．

」．　LEARNING　DISABILITIES
J．　171S　ILIAL　IA4PAIR！14E2VT　＆一　BLINDATESS

J．　PS　YCHOLOGICAL　RESEARCHES
ASIA2V　J．　PS　YCHOLOG　Y　＆　ED　UCA　TION

lNO」乙4N　PS　YCHり乙OGIC／1L　RE　VIE　VV

ACA．DEMIC　THERAPY
CANADIA2V　CO　UNSELL（）R
ノ；：Z「HE　Aハ4E1～IC／1N　COLLaGE　1丑1／1　L　TH　ASSOCIン11YON

1．　APPLIED　BEHA　VIOR　AIVAL　YSIS

EXCEPTIONAL　CHILDREIV
ED　UCA　TION　，£r　TRAZNING　O－iT’　THE　z14ENTALL　Y　RE’TARDED

ELEMEzVTAR　Y　SCHOOL　G　UIDANCE　（S｝　CO　U2VSELIIVG

ED　17CA　TION

ED　UCA　TIONAJv　TECHIVOLOG　Y
COLLEGE　S　T　UDEIVT　JO　URIVAL

ED　UCA　TIONAL　RESEARCH
1∴rlVS　T］RひC　7YON！1L　PS　YCH（：兀OG　y

Psy℃H（兀OG　Y’刀V　THE　SCHOO乙S
：TZIAC石rzムTG　OF　ps　yC石りLOG｝7

J．ED㏄、4T10N、4L　PS】『（］H（兀OGy

E乙EMENTL4R　Y　SCHOOL／0σ1～NA乙

PS　YCHOLOGIE　IN　ERZIERUzVG　U！VD　UA17’ERRICHT
SCHOOL　PS　YCHOLOG　Y　DIGES　T

J．　SCHOOL　HEAL　TH

Z．　EATT　I7VICKL　UNGSPS　YCHOLOGIE　UND　PADAGOGISCHE　PS　YCHOLOGIE
CONTEMPORAR　Y　ED　UCA　TIOzVAL　PS　YCHOLOG　Y
AUS　TRALIAN　PS　YCHOLOGIS　T
IATTERNA　TIOIVAL　REVIEW　Oli　APPLIED　PS　YCHOLOG　Y

雑誌グループ8

　140．　J．　SOCIAL　ISS　UES
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141．

142．

143．

144．

J．　MARRIGE　（｛｝　THE　FAMIL　Y

SOCIAL　BIOLOG　Y
INTER2VA　TIONAL　J．　INTERC　UL　TURAL　RELA　TIONS
CANADIAIV　」．　BEHA　VIO　URAL　SCIENCE
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145．

146．

147．

148．

149．

150．

151．

152．

153．

154．

155．

156．

157．

158．

159．

DE　VELOPME2VTAL　PS　YCHOLOG　Y
ノ：CHZLO　L／1ハ1G乙；し4GE

CHILD　DE　VELOPMEIVT
J．　EXPERIMENTAL　CHILD　PS　YCHOLOG　Y
MERRILL－PALMER　Q　UAR　TERL　Y
J．　GEATE　TIC　PS　YCHOLOG　Y

GELME二TIC　ps　yC」舐）LOG　yル10ムリG1～APHS

HUMAN　DE　VELOPMELZVT
J．　GERONTOLOG　Y
CHILD　S　TUD　Y　JO　URNAL

PS　YCHOLOGIA　A　PA　TOPS　YCHOLOGIA　DIE　TA　7A

ADOLESCEIVCE
J．　PS　YCHOLOG　Y

INTELLIGENCE
J．　COMMUNICA　TZOAT

皿第3クラスター

雑誌グループ10
160．

161．

162．

163．

164．

165．

ED　UC／1　T］roハ乙4L＆PS　yc．HO乙OGIC！生し　MEAS　U1～EルIEN7「

」．　ED　UCA　TIONAL　S　TA　TISTICS

ps　YCHOルZE　T1～」乙磁4

MUL　TIVARIA　TE　BEHA　VIORAL　RESEARCH
PS　YCHOLOGICAL　B　ULLE　TIIV

BE17A　VIOR　RESEARCH　METHODS　（S｝　INS　TR　UMEIVTA　TION

雑誌グループ11

166．

167．

168．

169．

170．

171．

172．

」．　PERSONALI　T　Y　（S｝　SOCIAL　PS　YCHOLOG　Y

PERSONALITY　（S｝　SOCIAL　PS　YCHOLOG　Y　B　ULLE　TI2V

J．　EXPERIMENTAL　SOCIAL　PS　YCHOLOG　Y
J．　SOCIAL　PS　YCHOLOG　Y

B1～1　T］ISH／l　SOCIAL＆CLIMCAL　PS　YCHOLOG　Y

SOCIAL　BEHA　VZOR　（｛｝　PERSONALITY

NEDERLANDS　TIJDSCHRIE　T　VOOR　DE　PS　YCHOLOGIE　EN　HAAR　G
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173．

174．

175．

176．

177．

178．

179．

」．　APPLIED　PS　YCHOLOG　Y

PERSONNEL　PS　YCHOLOG　Y
J．　VOCA　TIONAL　BEHA　VIOR

HUMAN　FAC　TORS
E1～GOハπ）ハ41CS

HUMAN　RELA　TIONS
ORGA2VIZA　TIONAL　BEHA　VIOR　（S｝　HUMAN　PERFORMANCE

雑誌グループ13

180．

181．

182．

183．

GO　TEBORG　PS　YCHOLOGICAL　REPOR　TS
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184．

185．

186．

187．

188．

189．

190．

191．

192．

193．

194．

195．

196．

197．

198．

199．

200．

BULLE　TIN　DE　PS　YCHOLOGZE
BULLE　TIN　OF　THE　PS　YCHONONIC　SOCZETY
J．　GENERAL　PS　YCIIOLOG　Y

STUDJA　PS　YCHOLOGZCA
1．　AUDZTOR　Y　RESEARCH
MEMOR　Y　＆　COGNZ　TION

PERCEPTION　＆　PS　YCHOPHYSICS
1．　EXPERIMENTAL　PS　YCHOLOG　Y：　HUMAN　LEARIVING　＆　MEMOR　Y

J．　EXPERIMENTAL　PS　YCHOLOG　Y：　HUMAN　PERCEPTION　＆　PERFORMANCE

PERCEPTION
COGNI　TI　17E　PS　YCHOLOG　Y

レ7SjりN　1～ESEARC石r

AMERICAAI　1．　PS　YCHOLOG　Y

PS　YCHOLOGICAL　RE　VIE1717

QUARTERL　Y　1．　EXPERIMENTAL　PS　YCHOLOG　Y
BRI　TIS石r　1．」PS　yc」U（兀OG　Y’

∫∠4P∠4AIESE　J．　PS｝℃H（兀OG　Y

　このグループに属している雑誌の特徴は，複数領域

　の論文を包括的に掲載している点にみられる。グル

　ープ中の雑誌の掲載論文は，全般にPersonality（分

　類コード31）のものが比較的多く，10誌ともこれが

　13％以上を占めている。

雑誌グループ5：異常心理（3誌）

　3誌とも，Physical　and　Psychologica1　Disorders

　（分類コード32）の論文を40％以上掲載しているほ

　か，Experimental　Psychology，　Human（分類コ

　ード23）の論文を15％以上掲載している。

雑誌グループ6：治療法（68誌）

　グループ中の全雑誌が，Treatment　and　Preven－

　tion（分類コーード33）の論文を20％以上掲載してい

　る。このグルPtプは更に2つのサブグループに分岐

　している。その1つは，分類コード33の論文と，

　Physical　and　Psychological　Disorders（分類コー

　ド32）の論文をほぼ同比率で掲載している雑誌のサ

　ブグループで，30誌（雑誌番号44～73）が含まれて

　いる。もう1つのサブグループは，分類コード33の

　論文を35％以上含む他にProfessional　Personal

　and　Professional　Issues（分類コード34）の論文

　を18％以上含むもの3誌（雑誌番号74～76），Social

　Processes　and　Social　Issues（分類コード29）の

　論文を14％以上含むもの6誌（雑誌番号100～105），

　Educational　Psychology（分類コード35）の論文

　を14％以上含むもの6誌（雑誌番号75，76，および

　108～111）その他より成り，38誌がこれに含まれる。

雑誌グループ7：教育心理（28誌）

　このグループの28誌中21誌（雑誌番号112，113，

　117－119，121－135，および137）は，掲載論文の55％

　以上がEducational　Psychology（分類コード35）

　の論文である。分類コード35以外には，Physical

　and　Psychological　Disorders（分類コード32）の論

　文を30％以上掲載しているものが2誌（雑誌番号

　112，113），Developmental　Psychology（分類コー・

　ド28）の論文を20％以上掲載しているものが2誌

　（雑誌番号136，137），Personality（分類コード31）

　の論文を20％以上含むものが1誌（雑誌番号116），

　Treatment　and　Prevention（分類コード33）の論

　文を20％以上含むものが5誌（雑誌番号113，117－

　120）となっている。

雑誌グループ8：社会心理（5誌）

　Social　Process　and　Social　Issues（分類コード29）

　の論文を30％以上含む5誌より成る。うち2誌（雑

　誌番号140，141）は，掲載論文の77％以上が分類コ

　ード29である。1nternational／ournal　Of　Zntel－

　lectual　Relations誌’（雑誌番号143）は，　Educatio－

　nal　Psychology（分類コード35）の論文を33％掲

　載している。また，Canadian　Jouγnal（Of、Behaviou・

　ral　Science誌は，　Treatment　and　Prevention（分

　i類コード33），Experimental　and　Social　Psycho・

　10gy（分類コード30），　Developmental　PsychQlogy

　（分類コe・・…ド28），およびExperimental　Psychol・

ogy，　Human（分類コ・一ド23）の各領域の論文を全
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　　て11％以上掲載しており，主題の分散が大きい。

雑誌グル馬面プ9：発達心理（15誌）

　　15誌ともDevelopmental　Psychology（分類コード

　　28）の論文を21％以上含み，うち10誌（雑誌番号

　　145～154）はこの分i類コードをもつ論文が52％以

　　上を占める。他の5誌はPhysical　and　Psycholo9－

　　ical　Disorders（分i類コード32），　Treatment　arld

　　Prevention（分類コード33），　Social　Processes

　　and　Social　Issues（分類コ・一ド29），　Educational

　　Psychology（分類コード35）等に収録論文の主題が

　　分散している。Journal　Of　Communication誌（雑

　　誌番号159）は，虚名にも示されているようにCom－

　　munication　Systems（分類コード27）の論文を

　　37％含んでおり，他誌と内容を異にしている。

皿．第3クラスター（41誌）：人間・社会を対象とする

　　実験心理・応用心理領域の雑誌グループを含む。

　雑誌グループ10：計量心理学（6誌）

　　Psychometrics（分類コード162）の論文を20％以上

　　含む雑誌より成る。なかでも・Psychometrika誌は

　　掲載論文の100％がこの分類コードのもので占めら

　　れている。他の5誌は，Educational　Psychology

　　（分類コード35）の論文が27％以上を占める，Edu－

　　cational＆Psychological　Measurement誌（雑誌

　　番号160）とノburnal　of　Educαtional　Stαtistics誌

　　（雑誌番号161），Personality（分類コード31）の論

　　文が20％を占めるMultivariate　Behavioral　Re－

　　search誌（雑誌番号163），　Geneaal　Psychology（分

　　類コード21）の論文が38％を占めるBehavioral

　　．Research　Methods＆1nstru〃zentation誌（雑誌番

　　号165），および，各領域の論文を広く掲載している

　　Psycholog’ical　Bulletin誌である。

　雑誌グループ11：実験・社会心理（7誌）

　　Experimental　Social　Psychology（分類コード30）

　　の論文を25％以上掲載している雑誌より成る。グル

　　ープ内の7一中3誌（166－168）は，この分類コe一一・ド

　　の文献を55％以上掲載している。また，Journal　of

　　Social・Psychology誌（雑誌番号168）は分類コード

　　30（49％）のほか，Social　Processes　and　Social

　　Issues（分類コe・一・・ド29）の文献を22％掲載している。

　　Bγitish／burnal　of　Social　and　Clinical　Psychologγ

　　誌（雑誌番号170）は，分類コード30（33％）の他，

　　Physical　and　Psychological　Disorders（分類コー

　　ド32）とTreatment　and　Prevention（分類コ■・一一一・

　ド33）の文献をともに13％，およびPersonality（分

　類コード31）の文献を10％掲載している。Social

　Behavior　ancl　Personαlily誌（雑誌番号171）は分

　類コード30（32％）の他Personality（分類コe・…一ド

　31）の文献を21％含んでいる。また，Nederlands

　Ti7’dschrift　voor　de　Psychologie　en　Haar　G誌は，

　分類コード30（25％）以外にGeneral　Psychology

　（分類コード21）の論文を25％，Personality（分類

　コード31）の論文を18％，およびPhysical　and

　Psychological　Disorders（分類コード32）の論文を

　14％掲載している。

雑誌グループ12：応用心理（7誌）

　ApPlied　Psychology（分類：コード36）の論文を33％

　以上掲載している雑誌より成る。グループ内の7誌

　中5誌（雑誌番号173－177）はこの分類コードの文

　献を50％以上掲載している。IOZtrnal　Of　Vocationel

　Behavior誌（雑誌番号175）は，分類コード36

　（58％）以外にEducational　Psychology（分類コー

　ド35）の文献を27％含む。Human　Facl’ors誌（雑

　誌番号176）は，分類コt・一…ド36（50％）の他Physical

　and　Psychological　Disorders（分類コード32）の文

　献を24％，Experimental　Psychology，　Human（分

　類コP・…一一ド23）の文献を15％含む。Erg’07ZOMiCS誌

　（雑誌番号177）は分類コード36（50％）の他，分類

　コe・ny・ド23の文献を23％含む。　Eluman　Relations誌

　（雑誌番号178）は分類コード36（39％）以外にEx－

　perimental　Social　Psychology（分類コード30）の

　論文を26％，またSocial　Processes　and　Social

　Issues（分類コード29）の論文を23％掲載している。

　Organigational　Behavior　（｛｝　lfuman　Performance

　誌（雑誌番号179）は，分類コード36（33％）以外に

　Experimental　Psychology，　Human（分類コード

　23）の論文を37％，General　Psychology（分類コ・・・・…

　ド21）の論文を15％掲載している。

雑誌グループ13：人間を対象とする実験心理，知覚心

　理（21誌）

　21誌はともにExperimental　Psychology，　Human

　（分類コード23）の論文を16％以上含んでいる。こ

　のうち12誌（雑誌番号188－198と200）はこの分類

　コードの論文を50％以上掲載しており，主題がこの

　領域内に集中している。他の9誌は広く他領域に分

　散している。Goteborg　Psツchological　RePort誌（雑

誌番号180）は分類コード23（19％）の他Physiolo9一
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　　ical　Psychology（分類コード25）の論文を28％，

　　Personality（分類コード31）の論文を13％掲載し

　　ている。Perceptual　＆Motor　Sleills誌（雑誌番号

　　182），VoProsy　Ps勅01ρg∫θ誌（雑誌番号183），お

　　よびBulletin　de　Psychologie誌（雑誌番号184）の

　　3誌は，分類コード23（18～27％）の他，Educational

　　Psychology（分類コー・・一・・ド35）の論文（10～17％）お

　　よびDevelopmental　Psychology（分類コード28）

　　の論文（10～18％）を掲載している。Studia　Psy－

　　chologia誌（雑誌番号187）とノburnal（of・Anditory

　　Research誌（雑誌番号188）は分類コード23（それ

　　ぞれ32％と54％）の他，Physical　and　Psychological

　　Disorders（分i類コ■・・…ド32）の論文を16％と19％，

　　また，Physiological　Psychology（分類コード25）

　　の論文を16％と12％含んでいる。

　2．分類クラスター

　Psychological　Abstracts誌の各収録論文に付されて

いる4桁の数字より成る分類コードの上2桁は，心理学

の16の主題領域を示している。16の主領域間の相互関係

を明らかにするために，各分類コードを200次元の雑誌

空間に分類ベクトルとして位置づけ，各分類ベクトル間

の内積を分類間の類似度と定義し，これに基づいて各分

類コー…一一・ドのクラスター分析を行った。

　クラスター分析の結果を第3図に示す。この図から，

16の分類コードは全体として3つのクラスターと2つの

独立した分類コe・・一・ドに分れていることがわかる。Educa－

tional　Psychology（分i類コード35）およびDevelop－

mental　Psychology（分類コード28）はいずれも，他の

分類コe一・一・ドから独立している。当初，これら2領域は内

容的にみて相関が高いものと予想していたため，この結

果は意外であった。これら2つを除く14の分類コード

は，3つのクラスターに分れた。

　　1．第1クラスター：心理学全般を包括する7領域

　を含むクラスターで，更に2つのサブクラスターに分

　れている。その一方は，Physical　and　Psychological

　Disorders（分類コ・一ド32）とTreatment　and　Pre－

　vention（分類コード33）の非常に類似度の高い2領

　域の他，Professional　Personnel　and　Professional

　Issues（分類：コーード34）およびSocial　Process　and

　Social　Issues（分類コード29）を含む合計4つの分類

分類コード　Psychological　Abstracts：の分類概念

32

33

34

29

22

31

21

35

27

30

36

28

25

26

23

24

Physical　and　Psychological　Diserders

Treatment　and　Prevention

Professional　Personnel　and
Professional　lssues

Social　Processes　and　Social　lssues

1　2　3　4　5　6　7　8　9　1011121314’151617181920212223－2425
1　1　1　t　l　l　l　l　l　l　l　t　l　l　l　l　l　R　t　l　S　l　t　l　l

Psychometrics

Personality

General　Psychology

Educational　Psychology

Communication　Systems

Experimental　Social　Psych610gy

Applied　Psychology

Developmental　Psychology

Phy＄iological　Psychology

Physiological　lnterventibn

Experimental　Psychology，　Human

Experimental　Psychology，　Animal

　　　　　　　　　　第3図分類クラスターの構成

ト

一

一 一

一
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コードから成る。他方は，Psychometrics（分類コー・

ド22），とPersonality（分類コーード31）のかなり類似

度の高い2領域に，General　Psychology（分類コーー

ド21）を加えた3つの分類コードから成る。

　2．　第2クラスター：Communication　Systems

（分類コード27），Experimental　Social　Psychology

（分類コード30）およびApPlied　Psychology（分類コ

ード36）の3領域より成る，応用心理・実験心理のク

ラスターである。この図からわかるように，これら3

つの分類コードの類似度は，いずれも余り高くない。

　3．第3クラスタt・・一…：Physiological　Psychology

（分類コー・ド25）とPhysiological　Intervention（分

類コード26）のかなり類似度の高い2つの領域に，実

験心理学の2領域であるExperimental　Psychology，

Human（分類コード23）とExperimental　Psychology，

Anima1（分類コード24）の2領域を加えた，合計4つ

の分類コードより成るクラスターで，医学，生化学に

近いものである。

VI．考 察

　本研究の結果として得られた雑誌グループを既存の調

査結果と比較対照することは，心理学雑誌の分類枠組を

確立するためにも，また本研究で用いた手法の有効性を

確認するためにも，重要である。

　心理学雑誌のグルe・・一・・プ化についてこれ迄に行なわれた

研究には，引用文献分析手法を用いた研究が多い。その

中で，Pinski＆Narinによって1979年に発表された

論文は，心理学雑誌71誌を対象とする包括的なもので

ある。9）Pinskiらのこの研究は，心理学雑誌を相互の引

用関係に基づいて階層化することをめざしている。独自

に開発された引用文献分析手法によって，7つの心理学

雑誌グルe一一・一プ，即ち心理学の7つの下位領域の間の影響

力値が算出されるとともに，各領域間の引用に基づいた

階層構造が明らかにされている。

　研究の準備段階において，調査対象71誌が7つのグル

Aプに分類されている。この分類は，各雑誌間の引用関

係と雑誌名称に基づくものである。

　本研究の対象200誌とPinskiらの調査対象71誌のう

ち，双方に共通な雑誌が40誌ある。この40誌について各

々の調査結果を比較するため，縦にPinskiらの分類を，

横に本調査のグループ番号をとって，第5表を作成し

た。

　この表から，Pinskiらの分類におけるClinical　Psy－

chologyは本調査結果のグループ6に，　Developmenta1

＆Child　Psychologyは、グループ9に，　Personality＆

Social　Psychologyはグループ11に，それぞれ対応して

いることがわかる。

　一方，General　Psychologyの50％はグループ13と重

なっているが，他の50％はグループ1，3，4，9，10，のそ

れぞれに分散している。またExperimental　Psychology

も50％はグループ13と重なっているが，他の50％はグ

ループ2とグループ5に分れている。また，Pinskiらが

第5表Pinski＆Narinの研究と本研究の雑誌分i類の比較1

雑誌ク　ラスタ　一

×

Pinskiらの分類

本研究の
　雑誌グループ

一一一一・

×x一×
~××

1．　General　Psychology

2．　Clinical　Psychology

3．　Developmental　＆　Child　Psychology

4．　Personality　＆　Social　Psychology

5．　Experirnental　Psychology

6．　Behavioral　Science

7．　Misselaneous
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第6表　Pinski＆Narinの研究と本研究の雑誌分類の比較2

雑誌略称＊
・4mノ’Psycho

Am　Psychol

．んznRPsツ。乃

Br　J　Psycho

／Gen」Psツch

／Psychol

Psychol　B

Psychol　Rec

Psychol　ReP

Psychol　Rev

ノabn　Psツch

J　clin　Psyc

J　cons　Clin

J　Appl　Be　A

／Coun・Psツc

Child　Dev

DeveloP　Psy

Human　Dev

／Exp　C　Psy

Br　1　Social

／APPI　Psツ。

／Exp　s・Psツ

J　Pers　Soc

ノ’Soo、Psych

J　Com　Physl

／E砂．Psツch

NeuroPsycho

Perc　Mot　Sk

Perc　Psych

Physl　Psych

Behav　Biol

Behav　Res　M

Behaviour

Physl　Behav

Am　J　Ment　D

Br　J　Med　Ps

Educ　Psyc　M

Genet　Psych

J　Educ　Psyc

J　Genet　Psy

Pinski　＆　Narin

General　Psychology

Clinical　Psychology

Developmental　＆　Child

Psychology

Personality　＆　Social

Psychology

Experimental　Psychology

Behavioral　Science

Miscellaneous

本研究でのグループ名

13

3

13

13

13

9

10

1

4

13

人間実験・知覚心理

職業心理

人間実験・知覚心理

　　　　1／

　　　　／／

発達心理

計量心理

動物実験心理

心理全般

人間実験・知覚心理

5

6

6

7

6

異常心理

治療法

　／1

教育心理

治療法

9

9

9

9

発達心理

　1！

　／！

　1！

11

12

11

11

11

実験・社会心理

応用心理

実験・社会心理

　　　1／

　　　11

2

13

5

13

13

2

生理学

人間実験・知覚心理

異常心理

人間実験・知覚心理

　　　　1／

生理学

1

10

1

2

動物実験心理

計量心理

動物実験心理

生理学

6

6

10

9

7

9

治療法

　11

計量心理

発達心理

教育心理

発達心理

＊雑誌略称はPinskiらのものをそのまま使用した．
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第7表　（雑誌名）×（分類コード）マトリックス（PinskiらがGeneral　Psychologyとしたもの）

雑 誌 名
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塁
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04020484
3　11　22　11　2　1　27　7

12　939317　112
11　3　　1　　9　　1　17　5　　4

9　7　1　434　3　6　0

816　OO4812　0

30003000
10000050
00005290
32036332

0　10　O　8　2　6　13　38

02421044
28551167
012　723　1　0　4　1

18463110　2
0 88412　016　4
3　14　O　9　6　3　34　26

3　　2　　0　　2　　0　　i　73　14

55020262　23
2　　2　　0　10　8　　3　47　6

クラスター中
のグループ名

1

3

4

9

10

11

13

13

13

13

動物実験
心理

職業心理

心理全般

発達心理

計：量心理

人間実験・

知覚心理

　　／1

11

11

！1

＊マトリックス中の数値は，行毎の合計が100になるように正規化されている．

Misselaneousに分類した雑誌は，本調査のグルー・・一一・プ6，

7，9，10，に分散している。

　Pinskiらの分類と本調査結果の雑誌グルt・・一・プが対応

しないものについて，その雑誌名を明らかにするため，

各雑誌の両分類における所属グループを第6表に示し

た。この表から，PinskiらがGeneral　Psychologyに

分類した10誌中，どれがグル・一プ13に含まれ，どれが含

まれないかが明らかである。更に，Pinskiらの分類で

General　Psychologyに含まれている雑誌について，各

々の掲載論文の主題傾向をみるため，これら10誌につい

て，〈（雑誌名）×（分類コード）マトリヅクス〉を第7表

に示した。

　この表から，PinskiらがGeneral　Psychologyに分類

した雑誌のうち，Psychological　Abstractsにおいて

General　Psychology（分類記号21）に分類された論文

を最も多く掲載している雑誌は，American　Psychology

誌であることがわかる。しかしながら，これは27％にす

ぎず，他の9誌はこの分類の論文をほとんど掲載してい

ない。一方，この10誌中の5誌，即ち，Psychologica1

1～ecord誌，　Journal　of　GenePtal　PSッchology誌，　A〃zer－

icαnノ∂％γηα10f　PS：ychology誌，　PS：ychological　Review

誌，および，British　JOUPtnal　of　Psychology誌は，　Ex・
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perimental　Psychology（分類記号23と24）の論文を

50％以上掲載している。故に，Pinskiらの分類におけ

るGenera1　Psychologyと，・Psツchological　Abstractsセこ

おけるGeneral　Psychologyの間には，概念上の食い

違いがみられる。

　PinskiらがGeneral　Psychologyセこ分類した雑誌の

タイトルは，いずれも，広くPsychology全般の論文を

包括的に掲載していることを予測させる。事実，上記の

Experimental　Psychology論文を50％以上掲載してい

る5誌以外は，各分類の論文を広く掲載している心理学

一般の雑誌といえよう。しかし，上記5誌は，もしPsy・

chological・4bstractsにおける分類記号の付与が正当な

ものであるならば，当然Experimental　Psychologyに

分類されるべきものと思われる。

　以上の点から，Pinskiらの分類における規準が，雑

誌名に負うところが大きく，実際にどのような論文がそ

の雑誌に掲載されているかについては，あまり考慮され

ていないか，あるいは，」Psッ酌010却。σ1・4bstracl’sにお

けるExperimental　Psychologyの分類規準と，　Pinski

らのものとが全く一致していないかのいずれかと考えら

れる。

　PinskiらがExperimental　Psychologyに分類した

6誌は，本調査結果では，グルーープ2とグループ13とグ

ループ1に，それぞれ3誌，2誌，1誌と分れている。

グループ2の2誌，即ち，Joumal　of　ComPa「ative£

Physiological．Psychology誌と，　Physiological　PSツchol－

ogy誌は，いずれも，　Physiological　Interventionの論

文を57％以上掲載；しているほか，Eeperimental　Psy－

chology，　Animal（分類コー・・…ド24）の論文も20％以上

掲載している。一方，グループ13の3誌，即ち，PerceP－

tion　and　PsツchoPhysics誌，1∂urnalρプExPerinzental

Psツchology誌，およびQuarterly　Journal　of　ExPeri－

mental　Psychology誌は，いずれも，　Experimental

Psychology，　Human（分類コード23）の論文を60％以

上掲載している。以上の点から，PinskiらがExperi－

mental　Psychologyに分類した雑誌はPsychological

・4bstractsでは，人間実験心理と，　Physiological　Inter－

ventionに対応していることがわかる。

　以上，Pinskiらの分類と本調査結果の雑誌グルー・プ

を対照した結果，Pinskiらの分類におけるClinical

Psychology，　Developmental＆Child　Psycholgyお

よびPersonality＆Social　Psychologyの3つに分類

された雑誌は，本調査の結果として得られた雑誌グルー

プと対応していることが明らかとなった。一方，Pinski

らがGeneral　Psychologyと分類した雑誌は，誌名から

判断すると，この分類に属するように思われるが，本調査

結果の雑誌グルー・プとは食い違っていた。また，Pinski

らの分類におけるExperimental　Psychologyの雑誌

は，本調査結果の実験心理学雑誌グループとは多少異な

っていることも明らかとなった。

VII．結 論

　Psツcholo．o’ical　Abstractsデータベースを主題から検索

する際の手がかりを得るために，このデータベースで採

用されている分類コードの特徴と収録雑誌の主題傾向を

明らかにしょうと試みた。

　まず，Psツ酌0109加1・肋s〃σo’sに収録されている心理

学雑誌200誌の主題傾向と主題を基準にした雑誌間の相

互関係を明らかにするために，雑誌論文に付された分類

コードの分布を雑誌間の類似度と定義して200誌のクラ

スター…一・・一分析を行なった。一方，個々の収録論文に付され

ている分類コードの相互関係を明らかにするために，異

なる分類コード間の類似度を，各分類コe一一・ドをもつ論文

を掲載している雑誌の共通性と定義して，16の大分類コ

ードによるクラスター分析を行なった。

　クラスター分析の結果，対象200誌は3つのクラスタ

ーに分かれ，その下に計13の雑誌グループが見出され

た。

　第1クラスターは，動物と人間の体の一周分を対象と

する医学・生化学寄りの雑誌より成る以下の2つの雑誌

グループを含む。

　　雑誌グループ1：動物実験心理（11誌）

　　雑誌グループ2：生理学（16誌）

　第2クラスターは，人格・療法・教育等の人間個人の

心理を対象とする心理学諸分野の以下7つの雑誌グルー

プを含む。

　　雑誌グル■・・・…一プ3：職業心理（3誌）

　　雑誌グループ4：心理全般（10誌）

　　雑誌グルe・・一・・プ5：異常心理（3誌）

　　雑誌グルー・・一・・プ6：治療法（68誌）

　　雑誌グループ7：＝教育心理（28誌）

　　雑誌グルー・・プ8：社会心理（5誌）

　　雑誌グループ9：発達心理（15誌）

　これら7つの雑誌グルP一プは，更に2つのサブクラス

ター一一b一（雑誌グループ3，4，5，6）および（雑誌グルーープ8，

9）と，独立した雑誌グループ7を形成している。
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　第3クラスターは，人間・社会を対象とする実験・応

用心理の雑誌より成る以下4つの雑誌グルe一一・・プを含む。

　　雑誌グループ10：計量心理（6誌）

　　雑誌グループ11：実験・社会心理（7誌）

　　雑誌グループ12：応用心理（7誌）

　　雑誌グループ13：人間実験・知覚心理（21誌）

　16の分類コードは，クラスタ・・・…分析の結果3つのクラ

スターと2つの独立した分類コードに分枝した。

　第1クラスターは心理学全般を包括する7領域を含

み，更に2つのサブクラスターに分れている。

　サブクラスター1

　　分類コード32：Physical　and　Psychological　Disor－

　　　　　　　　　ders

　　分類コード33：Treatment　and　Prevention

　　分類コード34：Professional　Personnel　and　Pro－

　　　　　　　　　fessional　lssues

　　分類コe・・一一ド29：Social　Processes　and　Social　Issues

　サブクラスター■

　　分類コーード22：Psychometrics

　　分類コード31：Personality

　　分類コード21：General　Psychology

　第2クラスターは応用心理，実験心理の3領域を代表

している。

　　分類コード27：Communication　Systems

　　分類コード30：Experimental　Social　Psychology

　　分類コード36：ApPlied　Psychology

　第3クラスターは，医学，生理学寄りの4領域を代表

している。

　　分類コード25：Physiological　Psychology

　　分類コーード26：Physiological　Intervention

　　分類コード23：Experimental　Psychology，

　　　　　　　　　Human

　　分類コード24：Experimental　Psychology，

　　　　　　　　　Animal

　本研究の結果，以上のような雑誌クラスタe・・一一・・と分類ク

ラスターを示す樹形図と，〈（雑誌名）×（分類コード）マ

トリックス〉が得られた。これらは，．Psychological／Ab－

stractsにおける収録雑誌とその掲載論文の主題を示す

分類コードとの関係，溶よび，雑誌間の主題の類似性を

視覚的に表現したものであり，主題からの検索に雑誌名

や分類コードを用いる際の1つの手掛りとして有用であ

ると同時に，論文をどの雑誌に投稿すべきかの判断に際

しても役立つであろう。

　本調査の雑誌クラスター分析より得られた13の雑誌グ

ループを，Pinskiらの引用文献手法による心理学雑誌

の7分類と比較した結果から，Pinskiらの分類におい

てClinical　Psychology，　Developmental＆Child　Psy－

chology，およびPersonality＆Socia1　Psychologyに

分類された雑誌は，本調査の結果得られた雑誌グループ

と対応していることが明らかとなった。

　一方，PinskiらがGeneral　Psychologyと分類した

雑誌は，誌名から判断すると一般心理に属するように思

われるが，本調査結果とは食い違いがみられた。また，

PinskiらのExperimental　Psychologyの雑誌は，本

調査結果の実験心理雑誌グループとは異なっていること

が明らかとなった。

　Pinskiらの分類と，本調査結果との間の以上のよう

な相違点は，雑誌のタイトルからその雑誌の掲載論文の

主題傾向を判断することの危険性を示唆するものといえ

よう。

VIII．おわりに

　雑誌間の主題の類似度を示す指標としては，今調査で

用いた分類記号以外に，論文に付されたキーワe・一一一ドや，

論文の標題中の語を用いることも可能である。今後，キ

ーワ忌中ドを類似度を示す指標として，同様なクラスター

分析を試み，今回の調査結果と比較しようと考えてい

る。
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